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 エコミュージアムという考え方 

皆さんこんにちは、大原です。今ご紹介ありました

けれども、私は横浜国大で建築を教えている立場にあ

ります。建築の分野の中でもいろいろな施設の計画や

コミュニティーの計画というようなことを研究テーマ

にしています。エコミュージアムということについて

は、大体 15 年位前にこの言葉と出会って、というか知

ることになりまして、それから大変興味を覚えてここ

しばらく勉強させてもらっています。今日は海外のエ

コミュージアムの事例から考えるというようなお題を

いただいていますので、その辺の話をしたいと思いま

す。多分いろいろな方が来られていると思いますので、

それぞれが納得がいくものを得て帰られるかどうかよ

くわかりませんけども、とりあえず多分かなり入門編

的な話からしないといけないんじゃないかなと思いま

す。今日は、入門的な話、エコミュージアムとは何な

のか、というようなことからお話をすることになると

思います。 

先ほど樋口先生から、現代 GP という文科省のプログ

ラムで大学がいろいろな新しい試みをしたいというこ

となんですが、私のいる横浜国大でも実は建築分野と

経済学部が一緒になって、地域交流ということで地元

の商店街の活性化とか、その辺の活動をやっています。

なかなか横浜国大の場合はエコミュージアム立ち上げ

るような仲間が今のところいなかったものですから、

残念ながらすぐ手に入る「活性化」をテーマにしたプ

ロジェクトになりました。やはりそれはそれなりに大

変重要なことだと思うんですが、ミュージアムってい

うのは一過性のイベントではなくて資料とか知識とか

技術とかそういうようなものが蓄積されていくことが

大変重要なところなんです。私たちが今のところ横浜

国大でやっている GP のプログラムでは、なかなか蓄積

までいかない、いろんなイベントはやるんだけれども

それが楽しかった面白かった刺激になった、で終って

しまうようなところがあります。そういう意味で学芸

大のプロジェクトには非常に期待をしております。自

分のところでできればいいなという風に思っていると

ころです。 

さて、今日は海外の事例から考える、ということで

今日はお話したいと思います。若干欲張ってスライド

写真を用意していますので、途中駆け足になるかもし

れません。まず最初にエコミュージアムとは何なのか

っていうことをごく簡単に言ってしまいますと、エコ

ミュージアムというのは、地域まるごと全体で博物館

にしていくことだと大雑把に言えると思います。ただ

この博物館といった場合に、その存在そのものが海外

の場合と違っていたりするところもありますので、今

日私のパートでのお話としては海外標準のというか世

界標準のですね、いわゆるミュージアムという概念で

ちゃんと考えましょうということなんです。日本は実

は博物館大国で、登録されたものというのはごくわず

かなんですけども、いわゆる博物館と言われているも

のが6000とも7000ぐらいという風に言われています。

これだけ多い博物館といわれるものを持っているのは

日本のかなり特殊な状況だと思うんですね。今これか

らお話しするエコミュージアムというのは、もともと

世界的なレベルでは博物館学（ミュージオロジー）と

いう考え方の中から出てきたものですので、日本のい

う博物館とちょっと違うかもしれません。その辺をご

理解いただいたうえで、地域全体をミュージアムとし

てとらえていくものがエコミュージアムであるという

ことをまず簡単な定義としてお伝えしておきたいと思

います。 

（以下、パワーポイントを使用して説明） 

どのようにしてエコミュージアムという考えが生ま

れてきたのか、ということを最初にお話したいと思い

ます。このエコミュージアムという言葉自体が生まれ

た時は、最初はフランス語のエコミュゼという言葉だ

ったんですね。それを英訳してエコミュージアムとい

うことで今呼ばれているんです。この言葉が生まれた

のは 1971 年です。71 年にですね、ジョルジュ・アン

リ・ヴィエール（G.H・リヴィエール）というエコミュ

ージアムの考え方をずーっと進めてきた人が、当時イ

コム（ICOM）世界博物館会議のディレクターで、その

会議で新しい博物館ということを表現したいと考えて

いました。そこにユグ・ド・ヴァリーヌという人がい

まして、この人はリヴィエールの次期のディレクター

をやっていた人ですが、エコロジーとミュージアムと

 － 55 －



連続講演会 第 3 回 「海外のエコミュージアムの事例から考える」 大原一興氏 

いう言葉をくっつけてエコミュゼというフランス語の

言葉を考えつきました。かなり思いつきの言葉です。

思いつきの言葉で、もともときちんとした理論の上に

できたエコミュージアムという概念があるわけではな

かったんですね。 

この写真ちょっとぶれちゃっていますけども、6 月

に中国でエコミュージアムの国際会議があって、その

時のこの人の話が、実はそのエコミュゼという言葉は

その当時の時代の産物であったということだったんで

す。当時 70 年ころには同時多発的に世界で博物館でい

ろんな試みが行われていたんです。主にそれは地域と

博物館が一体になって何かやっていくということが大

事なんじゃないか、ということを言われ続けていたの

が 70 年頃だったわけです。博物館も神殿のような役割

ではなくて、もっと地域と一体となって社会的な貢献

をするべきだというようなものが 35 年前の時期に

散々言われていたわけです。それで、世界各地でいろ

いろな試みがあって、それらはコミュニティミュージ

アムと言われたり、ネイバフッドミュージアム近隣博

物館という言われ方をされたり、いろんな博物館の取

り組みがあったわけです。ユグ・ド・ヴァリーヌはち

ょうどですね、1972 年にストックホルムで国連の人間

環境会議があったんです。それに向けて今環境問題と

いうのは非常に重要だということで、エコロジーとい

うのはいい言葉だということで、エコミュージアムと

いう言葉を発案し、世界中で動いている動きに言葉を

与えたい、ということを考えたんです。そういう時に

生まれたのがエコミュージアムという言葉なんです、

という話でした。この時のこのフランスの話で、It 

happened それはたまたま起こったんだと、Not 

organized 組織されて作られたものではないんだとい

うようなことを言いました。だからエコミュージアム

というのは、きちんとした理論があって、原点があっ

てそれで出来上がってきたものではなくてですね、つ

くられたものではなくて、その時代の中から必要性に

応じてたまたま生まれてきたものなんだということな

んです。 

こういうことをきちんと理解して日本にも広まって

いくといいという風に思っているんです。同時多発的

にと言いましたけれども、例えばこれはヒュスビリン

ゲンというスウェーデンにあるエコミュージアムです

が、これは 1970 年にもう運営され始めていたんです。

つまり、エコミュゼという言葉が生まれる前の年です

ね、この時に実体としてはエコミュージアムで、末だ

に彼らはスウェーデンで最初に出来たエコミュージア

ムだ、というふうに言っています。概念としてエコミ

ュージアムだけども、固有名詞としてはヒュスビリン

ゲンというものです。これはどういうものだったかと

いうと、赤い線で書いてありますけれども、リング（輪）

のようになっていくつかの集落がつながっているわけ

です。それぞれの集落でやはり歴史的な遺跡だとか自

然環境の大変豊かなところであるとかですね、それか

ら産業遺産であるとかそういうものがたくさんあると。

それをつなげていくことによってその地域全体、今回

バイオリュージョンという言葉で表現されていますけ

れども、その地域全体の、似かよった地質や自然環境

の営みを表現していくということを考えていたのがこ

の頃の時代だったんです。 

このような中から今やエコミュージアムは世界中で

展開をするようになってきていまして、日本は 80 年代

後半くらい、ほぼ 90 年頃にやっと再認識、再発見され

てきたという感じです。ですけどもヨーロッパなんか

では 70 年代に盛んにいろいろな試みがなされ、今では

一世代代わった段階にあります。最近の動きっていう

のは、中国とか台湾とかですね、それからイタリアな

んかが非常に勢いよく展開してきています。それで写

真の真ん中にある「エコミュージアムへの旅」という

のが私の本で、これは 99 年に書いたものです。今日お

話しする内容はこの中に書いた話も半分くらいありま

す。このようにエコミュージアムはそういう形で展開

してきました。 

エコミュージアムにおけるエコとは、実体は何なの

かとまだ内容の説明に入っていないんですが、なんで

そのエコロジーという言葉を使ったかということなん

ですけれども、いま日本というか他の国でもグリーン

とかいうような言葉に近づけてエコということが語ら

れることが多いと思います。主にその自然環境であっ

たり生物の生態系であったりですね、そういう風なこ

とを中心にエコロジーというようなことを語られるこ

とが多いと思うんですが、もともとの発想ではですね、

特にフランス人が発想したっていうことが「みそ」な

んですけれども、人間中心的に考えられているという

のが現実の世界のエコミュージアムの推進している人

たちの共通基盤なんですね。なぜかっていうとエコミ

ュージアムのエコ、エコロジーっていうのはもともと

はドイツ人生物学者ヘッケルがエコロジーという言葉

を創作した訳ですが、その語源がこのオイコスという

ギリシャ語になるわけですけれど、このオイコスって

いうのは家とか家族というような意味ですね。ギリシ

ャ語ではオイコノミアというエコノミーの語源になる

 － 56 －



連続講演会 第 3 回 「海外のエコミュージアムの事例から考える」 大原一興氏 

ような言葉もあって、その元にもなっているのがオイ

コスです。このエコミュージアムではオイコスを語源

にするということで、これ実は後付けなんですけれど

も定説になっている。オイコスってどういうことかっ

ていうと、ひとつの家とか家族のなかでお互いにいろ

いろやり取りしてお互いに与えながら、且ついろんな

ものを享受しながらみんなが仲良くっていったら変で

すけれども、やり取りをしながらよりよい段階に進ん

でいく。家族の中でいうとですね、大人が子どもにい

ろいろ面倒を見ながら子どもは逆にいろいろな刺激を

与えてくれたりとか、大人にいろいろなことを返して

くれるわけですね。そういうようなことによって家族

全体が豊かになったり幸せになっていくというような

もの、という概念が家とか家族というオイコスという

概念だと思うんです。これを地域全体で、しかもミュ

ージアムでやってしまおうというのがエコミュージア

ムという考え方です。 

ここ数年思っているんですけども、大学の大学祭で

はいろんな模擬店が出されますね。私も学生の時代は

サークルやなんかで例えば焼きそば焼いたりとか、お

汁粉作ったりとかですね、そういうことをするわけで

すね。そうすると、大学祭の時とはそれぞれの店が今

日の売り上げいくらあったという風に儲かったと言っ

て喜んでいるわけですが、実は自分たちの懐からお金

がでてるんですね。つまりひとつの閉ざされたキャン

パスの中で、お互いにお金を払って他の店に買いにい

って、ある店でビール買って、ある店でお汁粉買って、

みたいなことをやりながら、でも自分たちのサークル

は儲かったという風なことを言って豊かな気持ちにな

る。こういうのがオイコスなんじゃないかと実感して

いるわけです。つまりみんながお互いにやりとりしな

がら自分が払ったものに対してはあまり損だと思わず

に、自分たちが豊かになっていく、みんなが幸せにな

っていくというような、こういう形がオイコスなんじ

ゃないかなって理解しています。 

そういうことを地域全体でやっていく。昔はおそら

くひとつの集落やなんかがひとつの閉ざされた系の中

で、それぞれができることをお互いにやり取りしなが

らですね、みんなが良くなっていくというような社会

をつくっていかなくちゃいけない、ということで、そ

れをミュージアムという観点からやっていこうという

のがエコミュージアムになります。 

 

従来の博物館との相違 

そのときのミュージアムという観点ですね。そのミ

ュージアムというのはどういうことなのかというと、

これが先ほど言いました世界博物館会議の定義による

と、博物館とはまず「社会とその発展に寄与する」と

いうことを目的としています。この点が日本の博物館

法と若干違ってですね、日本の博物館法は「博物館と

は」という定義があるんだけれども、そこには目的が

書かれていないんです。展示をしたり収集をしたりと

いうようなことは書かれているんですけれども、目的

が書いてない。ICOM の定義では社会とその発展に寄与

するということを目的としている。そこで何をするか

というと、例えば研究教育レクリエーションに寄与す

るというようなことを収集したり、保存したり、調査

したり、資料として利用したり、また展示を行うとい

うようなことなんですね。 

こういうような活動を地域全体でやっていくという

ことがエコミュージアムです。これを考えるときに従

来の博物館との違いということで考えると、比較的わ

かりやすいということの説明がユグ・ド・バリーヌと

かによってなされてきました。 

この「従来型博物館との比較図」で分かるように、

左側が従来行われていた博物館の姿ですね、右側がエ

コミュージアムで行われていく姿なんです。まずどう

いう場所でミュージアム活動が行われるかというと、

従来の博物館は当然博物館という箱物の建物の中。そ

れに対してエコミュージアムはある一定の領域という

言い方をしますけど、地域全体で博物館をやっていく。

今回それが生活圏であり環境圏であるバイオリュージ

ョンというような、そういう一定の地域ということで

すね。次にどういうものが博物館の中に陳列されたり

展示されたりするのかというと、だいたい普通の博物

館は地域にあるいろいろなものをコレクションとして

収集して持ってきてしまいます。それを博物館の展示

棚のところに置くというのが基本です。それに対して

エコミュージアムでは地域の中にある遺産、文化遺産

だったり産業遺産であったりいろんな遺産であったり、

それから地域の特性、生態系の豊かなひとつのビオト

ープであったり、それから集合の記憶、その地域の人

たちがみんなが持っている記憶、戦争の記憶などであ

ったり、その町の近現代の歴史のようなものなど、地

域にあって切り取って収集することがなかなかできな

いようなものがエコミュージアムでは対象になってく

るんだということなんです。それからどういう人が関

わるかというと、博物館では壁を隔てて内側に学芸員

がいて、外側に来館者、訪問者がいるわけですね。こ

の「壁を隔てて」というのが従来の博物館の概念だと
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いうことなんですが、壁を隔てて内側に専門家がいて、

外側には素人の教わる立場の人がいるんだと。つまり

博物館の展示で見せるというのと見せられるという側

がはっきり二極存在している。教えると教わるという

二つの層がはっきり壁を隔てて存在している。それに

対してエコミュージアムではどういうことが行われる

かというと、地域の一般の住民ができればその両方を

やっていくということなんですね。一般に地域には何

らかの達人という人がたくさんいるわけです。それか

ら地域について、ずっとその地域に長く住んでいると

いう人たちはその地域のことを最もよく知っている。

365 日その地域で暮らすことによってですね、明日何

が起こるかとか天候が変わるときにはどういう気配が

あるかというようなことも知っているわけです。 

それから知識として、当然その地域の歴史、郷土史

というようなものについてよく調べている人もいるし、

非常に実感を持った専門家というのが地域にはたくさ

んいるわけですね。ある人は草花に関してはすごく良

く知っている。ある人は神社のお神楽なんかよく知っ

ているとかですね、というようなそれぞれ専門分野が

いろいろある。そういう地域のお年寄りというか地域

の知識を溜め込んだ人たちという人たちが今日は誰々

さんの所に行って、その地域で作られる作物の話を聞

きましょうと。次の時には誰々さんの所に行って、そ

の地域の駅ができてきた成り立ちを聞きましょう、と

かですね、とにかくいろいろなテーマが次々と打ち立

てられて、無限に、というか人の数だけきっとあると

思いますけど、多様なテーマがあって、それぞれがそ

れぞれを知ることによってそれだけでその地域のこと

の学習が深まっていくだろうという考え方なんですね。

つまり専門家がいて一般の人がいるんじゃなくて、一

般の人がある部分で専門家になってしまう。ある部分

だけで専門的な知識を発揮することによって、地域の

人たちで博物館活動ができるはずだという考え方です。

このようにエコミュージアムというのは地域にばらけ

ていく、そして地域でミュージアム活動をやっていく

ということです。 

 

エコミュージアムの構造と活動 

フランスでは、「記憶の領域」というような言い方を

します。記憶というのは必ず人が介在しないと存在し

ないものなんです。物がそのまんまあるだけではなく、

ものに対してその地域の人たちがどういう思いで、そ

のものを見てきたか、関わってきたかということが重

要で、そのことによって領域つまり地域というような

ものが成り立っているんだということがエコミュージ

アムの基本的な考え方の一つになっています。 

ちょっと前後するのかもしれませんけども、こうい

う風に普通の博物館の収蔵庫というのにはたくさんの

コレクションがあります。これが収蔵庫の一部屋の中

に押し込められて部分的に展示室に持ち出されて展示

される。それを地域に点在するいろいろな場所にです

ね、そのまんまそれを散らばらせたままで展示してい

くというのがエコミュージアムの考え方で、フランス

のクルゾモンソレミーヌというところでは「破裂した

博物館」という言い方がされました。ばら撒かれた博

物館というニュアンスです。MINOM（新しい博物館学運

動）という組織があって、これは先ほどの ICOM（世界

博物館会議）の中のひとつのまあ委員会のようなもの

なんですね。この MINOM のロゴが、左側がたまってい

て、それが右側にいくほどばらけていくという、そう

いうロゴマークを作っている。これは結局閉ざされた

博物館の形をどんどん開いていくと、地域にばらけて

いく、分解していく、分散していくということを示し

ているんだということなんです。だけども実はよく聞

いてみると、本当はばらけただけでは駄目でそれをま

た再統合したり、もう一度再編成して、それで新しい

価値をそこに生み出していくというような作業を含め

ていて、この右に行くのと左に行くのとは往復運動な

んだというようなことがこの裏には実は隠されていま

す。その辺が、世界的エコミュージアムの中では議論

されているところであって、ばらけただけでは駄目だ

よと。それをつなぎあわせたり再統合するというよう

なことが重要になってくるわけです。 

例えばこれはスウェーデンのベリスラーゲン・エコ

ミュージアムの中で 50 箇所くらいのサイトがあるん

ですが、その中のひとつの村です。このグランエルデ

という村というか町にはですね、この中に例えば教会

があったり、それから 16 世紀くらいの古い農家があっ

たり、それから船着場、倉庫とかがあったりですね、

いろいろな建物の遺産があります。で、こういうよう

なものをとりあえずみんなが保存して、それを収集物

というかコレクションにみたてて展示して、それをみ

んなで見ていくというような活動をしているんですね。 

このこと自体でエコミュージアムみたいなものです

けども、こういうことを行っていく村々が、さらに 50

箇所くらい集まって、実はエコミュージアムという全

体ができている。先ほどのグランエルデというのはこ

の辺の単なるひとつの町なんですね。だからエコミュ

ージアムというのは入れ子状になっていて、単にばら
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けたものをばらけたまんまじゃなくて、それをもう一

回束ねてひとつの村単位でそれをどう評価するか、解

釈するか、認識するか、というようなこと。それがさ

らにまた全体が集まって地域全体を作っていくという、

そういうちょっと複雑な構造をしています。 

エコミュージアムでよく使われるキャッチフレーズ

というものをいくつかあげたんですが、エコミュージ

アムというのは過去のものだけに捉われないというよ

うなことがよく言われています。新しい社会を作って

いったり、コミュニティーを豊かにしていくために必

要なものなんだという言い方がされているわけですね。  

具体的にエコミュージアムという方法っていうのに

はどういうものがあるか、それはもう先ほどから言っ

ていますように、ミュージアムをミュージアム活動と

いうことを地域全体でやっていくということですから、

ミュージアムの活動の方法をそのまんま適用すればい

いんだということなんです。日本でもだいたい大きく

三つ博物館活動の内容が示されていて、調査研究、収

集保全、それから展示教育というようなことがあるわ

けです。 

 

 

 

海外における調査研究事例 

調査研究に関しては、これから海外ではそれぞれど

んな活動をしているのかということをちょっと紹介し

ていきたいと思います。 

例えば先ほども出てきたベリスラーゲンの領域の中

には運河があって、その運河は自然環境も大変豊かな

ものですね。運河といっても水際の自然なんかよく保

全されていますし、ここの環境を市民が調査するとい

う活動をやっていたりします。こういう調査をすると

きに、日本だと誰であるかというと、最近はいろいろ

市民団体がやれるようになってきた、というか認めら

れるようになってきましたけれども、誰かが調査費を

出してどっかのコンサルなどの調査会社がやるという

のがまだまだ一般的だと思うんですね。それに対して

こういうエコミュージアムという地域で、みんなでミ

ュージアム活動をやっていこうというような地域では、

民間企業、例えばこの運河を利用して運送業をしてい

る船会社がいるわけですけれども、この会社がまず船

を出しましょうと。うちで船出して船内でお茶を出し

たり、お菓子を出したりそういうようなマネージメン

トをしてくれます。で、そこに行政の担当者、環境関

係の担当者とかですね、が関わってきます。もちろん

この中には専門家研究者もはいっているわけです。そ

れから住民のそれぞれのその川沿いにあるいくつかの

ウォッチンググループが自主的に活動していて、それ

ぞれの地域でどんな生物が生息しているかみたいなこ

とを定期的に調査するようなグループがいます。そう

いうウォッチンググループが、また一緒になってみん

な同じ船に乗って探索調査をする。この日一日では全

てはわからないわけですけれども、お互いの情報交換

をしたり調査活動をみんなで進めていこうというよう

なことをやる。こういうようなのがエコミュージアム

のひとつの特色だと思います。 

調査にはいろんな調査があって、例えばこれはノル

ウェーのトーテン・エコミュージアムですけれども、

そこで農場の歴史というのが丹念に調べられています。

このストックされているファイルというのはすべて一

軒一軒の農家の歴史、細かい歴史なんですが、例えば

誰々のところには何人の子どもがいて、そのうち誰が

その農場を継いでとかですね、どんな作物ができてと

いうようなことを事細かに末だに調査しています。調

査の方法としてはもちろん聞き取りやなんかもあるわ

けですけれども、それからいろんな新聞、地方紙とい

うかですね、地元紙の新聞記事とか教会の記録とかそ

ういうようなものを題材にして末だに調査をしていま

す。それがこういう風に一軒一軒の農場の歴史という

ことが、事細かにファイリングされていくということ

なんですね。そういうようなのは誰の役に立つのかは

よくわからないけれど自分たち自身の大事な記録なわ

けです。 

それからこれは、フランスの山城です。あちこちに

あるわけですが、中世に造られた山城がいまは廃墟に

なっている、というか朽ち果てているわけですけれど

も、こういうようなところで、自主的な地元のいうな

れば素人集団ですけれども、専門家の助けを借りなが

ら自分たちでいろいろ調査活動をして文献やなんかを

調べたり、それから実測調査をするというようなこと
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によって自分たちで昔ここの山にはこんなような町が

あったんじゃないかなという点まで書いて見せたりす

る。というようなこういう活動がされています。 

それからこれはオーストラリアのメルボルンにある

エコミュージアムですけれども、そこでは多民族です

ね、移民されてきたいろいろな民族の人たちが末だに

やっぱりそのマイノリティーになっている。情報的な

マイノリティーというか記録に関してのマイノリティ

ーというのがいて、それを定期的にエコミュージアム

では取り上げている。例えば去年はミャンマーの人た

ちの文化を知るとかいうようなイベントを組んだみた

いですけれども、常にまだ知られていない。でも自分

たちの仲間というような人たちの様々な情報を集めよ

うとしているというような調査活動です。多民族の話

というのは日本ではまだあまり一般化されていません

けれども、これから非常に重要なテーマになってくる

と思います。 

歴史のある村では、例えば月に一回くらいのペース

でいろいろな村で自分たちの村をもう一度見つめ直そ

うとか、歴史をもう一度確認していこうとかですね、

そういうような調査活動がされています。ここにこの

時参加していた若いカップルがいまして、このお二人

なんですけども。このお二人は都会から自分の田舎に

帰ってきて、そこでなにか仕事を始めたいんだけども

何ができるかわからないというところで、そこでこの

調査活動に一緒に関わって、つまり今現在の自分たち

の村の現状を学ぶわけです。こういう調査活動に一緒

になって学んだ結果が、この、数ヵ月後に送られてき

たエコミュージアムのニュースレターです。この村で

IT カフェ、インターネットカフェをひらいたというよ

うな記事がありました。つまりコミュニティービジネ

スをこれから何か始めようという人たちにとっても、

エコミュージアムという活動がきっかけになるわけです。 

調査といっていいのかどうかわかりませんが、先ほ

どベリスラーゲンというエコミュージアムでは、手作

りの小冊子なんですが、そこに電話帳があるんですね。

電話帳の中には何が書いてあるかというと 50 箇所位

いろんな地点サイトがあるというふうに言いましたけ

れども、それぞれの関係者やなんかももちろんのこと、

その関係者それからどういう情報・専門知識だったら

どこに行けばわかるかみたいなことが書いてある。そ

ういうカタログというか電話帳があるんですね。左側

のがそういう専門技術を持っている人たちの能力カタ

ログで、中を見てみると実はもういろんなことに関し

て書いてあるわけです。実は日本人が住んでいて「日

本語ができます」みたいなことが書いてあったりする。

そんなような、それも向こうの人も知らなかったし、

僕もびっくりしたんですけど、そんなような隅々まで

調べられている。こういうのはよく最近の小学校の総

合的学習やなんかで、人材バンクみたいな登録をやっ

ていますよね。ああいうのに近い話なのかなという風

に思っています。その地域にどういう人がいるか、と

いうことを調べ上げるということもエコミュージアム

の大事な調査活動のひとつだと思うんです。 

それからこれはパリの近郊のサンカンタンアンイブ

リンというニュータウンなんですけれども、そこのエ

コミュージアムでは、もともと畑、農地だったところ

にいきなりこう新しい団地が出現してきた時の記録を

調査している。それが何に依っているかというと、そ

こに住んでいた人たちのいろんな写真が中心になって

いるんです。その古い写真、記念写真であったり、た

またま撮った写真であったり、そういうようなものを

収集していく調査も行われたりしています。これは場

所によってどういう調査が組み立てられるかというの

は、それぞれの場所でのアイディア次第ということに

なります。 

それから日本でも良くやられている地元学というも

のがありますが、その地域を調べるということでこれ

は台湾の北投（ペイトウ）エコミュージアム。北投学

というのをやはり地元学としてやっています。こうい

うふうに地元学としてその地元のいろいろな内容を市

民の力によって学んでいく、というような調査活動が

基本になっているということです。 

 

収集保全・遺跡の保全 

そういった収集保存に関してはどういうものを保全

すればいいのかというと、当然昔の遺跡の保存なんか

もあるわけですが。 

最近のものとしては例えば朽ち果てた水車というよ

うな、壊れたものをとりあえず保存するというのがあ

ります。これはこれだけで壊れたものを保存してもち

っとも面白くないということで、ここでは何を保存し

たいかっていうことを地域の人たちがよーく考えた末、

この水車が「回る」ということが大事なんだというこ

とになりました。水の力によって水車がまわって、そ

れが動力になって、この隣に鍛冶屋さん、鉄を鍛える

ところがあったわけですけれども、その動力にしてい

ることが大事な残したいことなのだと。保全したい大

事な点なんだということを自分たちが考えて、ここで

は結局、自分たちで水車を作っています。これは何年
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かかけて作っているみたいです。要するに水車が動力

として回るんだ、水の力によって動力が起きるんだと

いうこと。そういう現象を保存しようということでこ

の手作りの水車を今作っているところです。 

今作っているところですというのは、実はこれはで

すね、何年前でしょうね、6～7年前に一度行って作っ

ているところですと言われて、3 年前くらいに二度目

に訪ねたのですが、その、最初に行ったときは 3 年後

くらいに来てみれば水車が回っているからといわれた

んですが、行ってみたらほぼ同じ状態でした。ですか

らそれから 3 年たってますけど、きっとまだ同じよう

な状況だと思います。要するにこういうのをやれると

いうのは、手作りの作業で、市民の作業ですからアフ

ター5 に、あるいは土曜日曜に半分ビール飲みながら

やっているようなそんなような作業なんですね。でも

これをやること、それを実現させることがみんなの楽

しみになっていて、だから持続していると。 

これは例えば日本でやるとしたらどうでしょう。水

車と言ったらどっかからお金をひっぱってきて、ドカ

ンときれいな水車を復元してしまうというのが日本の

やり方としてよくやられている方法だと思うんですが、

こういう風にみんなでお金がない中で何を残そうとす

るかっていうのをみんなで議論して、ここではそうい

うきれいな木の水車じゃなくて「回る」ということを

残しましょうという結論をみんなで出した。そのこと

に対してみんなでこういう風に作業をしているという

こういう姿ですね。こういうのがエコミュージアムで

は本当に基本的な考え方なんじゃないかなと思います。 

これはちょっと特殊なんですが、デンマークのエコ

ミュージアムです。古い古代住居を復元しました。住

居を復元するというのは、専門家の力で実は造っちゃ

ったんですね。それだけでぽつんと置かれていたわけ

ですが、日本にもよくありますよね、竪穴式住居とか

そういうようなものが復元されたりしているわけです

けども。その建物だけを置いてあるだけではしょうが

ないということで、そこで何を復元させようかとこの

エコミュージアムで考えたのは、生活の保存、生活を

再現したいという事なんです。そのためにどうすれば

いいか、生活する人が必要になるわけですけれども、

ここは一週間ずつ一般から公募して家族を一組、ここ

で生活してもらいましょうということで公募をするん

です。そうすると家族としても子どもにそういうのを

是非教えてやりたいという親父っていうのは結構いる

わけで、必ず意気込んでやってくるわけですね。 

ところが大変です。もちろん電気も水道も当然です

が無いし、食べ物をどうやって調達するか、狩りをし

たり、アヒル、ガチョウみたいなものを飼ったり、そ

ういうような物から始めるわけです。いきなりやれと

いっても誰も何もできないし、そこでここで専門家ミ

ュージアムのスタッフがインストラクターとして付い

てくれます。当時どういう技術でどういう生活、どう

いう狩りをしてどういう調理をしてどうやって火を起

こしてきたかというようなことですね、そういうこと

を教えてくれながら一週間体験する。体験することが

大事だっていうことで終わってしまわないんですけど

も、体験するのはその家族だけですよね。そこにミュ

ージアムのアウトプットというか、その成果をそこで

閉じ込めずにこれを一般に公開しているわけです。要

するにこれを見に来る人がいるんですね。だから家族

にとってもいい体験になるわけですが、それを見せて

もらう一般の人達もいい展示物を見たということにな

るんです。そうやって苦労している姿を見せる。これ

が生活を保存する保全するという話なんじゃないかな

と思います。 

もちろんいろんな伝統的な技術、産業というのを保

全することも重要で、若い人にこういうものを続けて

いく事が必要で、この時にエコミュージアムではどう

いうことをサポートするかということなんですね。技

術そのものはその職人が地道に伝えていかなくちゃい

けないわけですけども、それに対してそれを支える社

会の支援を求めるというか、一般の人にここではこう

いうものが作られています、ということをアピールす

るというのが、エコミュージアムでの役割のひとつに

なっています。もちろんこういうものを育てていくと

いうことも行われているわけです。 

これもそうなんですけれども、古代農法というとい

かにも採算にあわないような農業をやっているような

人たちをどうやって育てるか。それは今は結構インタ

ーネットやなんかで、直売というような形ができるよ

うになってきてますけども、エコミュージアムはそれ

を一般の人との間に入って情報を提供していて、販路

を拡大してくれるという、そういう役割をしています。 

何を保存するかっていう話の流れですけれども、例

えばこれは修道院が昔あった場所で、今は礎石しか残

っていない。この手前の空き地になっている方です。

ここで修道院を復元したい。お金があればもちろん建

物は立てられますが、それができない。そうすると住

民の人たちは何をするかというと、素人演劇です。自

分たちでこの修道院で行われてきた歴史的な事実とい

うものを自分たちで演じてみようとしています。 
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このことによってここで行われてきた歴史を保全す

るということなんですね。形はなくなったんだけれど

も、ここで何が起こってきたかということを伝えてい

くということ。これも保全保存のひとつの方法だと思

います。 

それからノルウェーのロロスという町があります。

このロロスでは実は世界遺産に登録された非常にきれ

いな町並みがあります。きれいな町並みというのは銅

山で栄えたところなんですね。日本でいうと足尾銅山

のような所で、一時期はぶりが良かった町ですが、足

尾銅山と同じように環境汚染が進んで、今銅山の会社

はもちろん閉山というか閉鉱しているわけです。こう

いうところできれいな町並みが、当時豊かだったとき

の遺産として残っているわけです。 

それだけじゃなくて負の遺産、汚染された大地とい

うものも残そうということが、この人たちのエコミュ

ージアムでの基本的な考え方です。これは環境名所に

はならないかもしれないけれども、まぎれもなく自分

たちの歴史を形作ってきているひとつの部分なんだと

いうことですね。汚染されたところは汚染されたまま

残すべきだという考え方です。ここを訪ねたのはやっ

ぱり 5、6年前ですけども、その時に当事者というかエ

コミュージアムに関わってやっている人たちが真剣に

悩んでいたのが、自然が回復しつつあるということな

んです。草が生えてきちゃったと。それをどうしよう

か、そういう自然の復元力の強さというものを見せる

のもひとつの手だけれど、まだしばらくこの負の遺産

というマイナスな面を残しておきたいということで悩

んでいました。 

 

展示教育の普及 

このロロスのミュージアムの展示室のひとつに、右

側のほうにありますけれどもどくろの絵があって、や

っぱりそういう意味でここの地域の人たちは環境汚染

というようなことに対して非常に関心が高いわけです

ね。関心が高いのはひょっとするとエコミュージアム

に関わっている団体だけかもしれませんが。右側にあ

るのは実はチェルノブイリの原発事故の時に、原発の

灰がヨーロッパ・北ヨーロッパに流れていって、その

時にどういう汚染があったかなということを示してい

る図なんです。こういう中でノルウェーで原発をどう

しようかというようなところの展示まで教育活動とし

てつなげていくというようなことなんですね。 

展示教育普及というのは、これは博物館で我々が一

般的に接することのできる一番身近なところだと思い

ます。基本的には展示は手作り住民の人たちの手作り

ですね。 

それからこれは実演展示。これは椅子の座面を作っ

ているわけですけど、椅子の工場で若い頃働いた経験

があるおばあさんなんかが基本的にボランティアで実

演するというのがあります。 

それから中国のミャオ族という、髪をこう長く伸ば

して結っているので有名なんですけど、ここでは刺繍

がひとつ伝統的な技術として非常に重要です。これは

お年寄りが子どもたちに伝えていくということですね。

さっきも似たようなケースですけれども、伝える、教

えていくという状況を、ビジターというか外から来た

人が見ることができるということです。ここは中国の

ですね、漢字を日本語読みすると貴州省のソーガ・エ

コミュージアムというところなんですが、少数民族が

たくさんいる地域です。 

それからフランスですけども、エコミュージアムと

いうのは例えば日本でも総合的な学習やなんかで子ど

もたちがそこに訪ねて学習をするためには非常にいい

地域的な教材になるというのがエコミュージアムです

ね。各地でこういう風に子どもたちの学校から来てい

る子ども達のグループになります。それから当然子ど

も向けのプログラムなんかもこういうふうに用意して

いる。 

それからちょっと異質かもしれませんが、リオデジ

ャネイロのエスコーラジサンバ（サンバ学校）という

のがありますけれど、これは実はエコミュージアムの

一躍を担っているんです。学校が終わると放課後、み

んなここに来てサンバを練習するわけです。子どもた

ちが一生懸命です。なんとなくサンバっていうと楽し

くて愉快でということだけで享楽のために踊っている

ような感じがするんですけども、このサンタクルス・

エコミュージアムのサンバ学校では、自分たちのブラ

ジルの歴史を踊りによって表現している。つまり歴史、

もともとネイティブな人たちがいて、それから白人が

来てそれから黒人がアフリカから連れてこられて奴隷

制があってというような歴史を一通り流して、それを

歌と踊りにして表現していると。つまり子ども達はこ

こに来て踊りを学ぶわけですけれども、それによって

自分たちのアイデンティティというか、自分たちの歴

史を学んでいるというのがエコミュージアムらしいサ

ンバ学校なんです。さっきもありましたけれども、住

民が自分たちの歴史をシナリオを書いて自分たちで演

じるという、これも展示のひとつの手法ですね。 

私は個人的にすごくいい展示だというふうに思って
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いるのでお見せしますが、スウェーデンのネドレエト

ラダーレン・エコミュージアムです。自分たちの家に

ある、いろんな食品のパッケージを持ち寄ってきて、

それが一体どこで作られどこからやってくるのか。こ

れが結局世界地図一枚買ってくれば、あとお金がかか

らないんですね。みんな持ち寄りで、しかも空き箱で

すからもう中に食品は入っていない。これを持ち寄っ

てどっから来ているか、知らせるだけでフードマイレ

ージといわれているようなものが学習できるというこ

とですね。そういうようなローカルアジェンダを考え

る拠点が、エコミュージアムの片隅で行われている。 

いろいろ話が飛びますが、フランスのフレンヌ・エ

コミュージアムでは、地域を作っている中で一番地域

に疎遠な人たちは誰なのかということを考えたときに、

それは若者だということになりました。日本でもそう

だと思います。中学高校生は、まちづくりに参加しな

いですよね。なかなか。 

彼らを取り込んでいくということを、このパリ近郊

のフレンヌという町では積極的にやっています。結局

考え方としてはですね、そういうこう地域に疎遠にな

ってきてしまうっていうことは、博物館なり社会教育

施設が、そういう人たちに地域を考えさせるためのア

クセシビリティー、つまり考えさせる為の手立てを講

じてこなかったからいけないんじゃないか、というこ

とを自己反省しているわけです。要するにこう地域に

疎遠な人たちを作っちゃいけないというのが至上命題

としてあって、そのために教育機関、博物館として何

ができるかっていうことを考えていく。その時に、そ

れならやはり若者の中に入ってその文化を考えなくち

ゃいけないということでヒップホップですね。こうい

うものがテーマになって、さらにグラフィティという

落書きアートみたいなもの、こういうものをテーマに

して、この時はあえて夜間展示室を開館するとかです

ね、そういうようなこともしていました。こんなよう

な活動がエコミュージアムの展示教育でいろいろとや

られています。    

 

川を巡るエコミュージアム 

川を巡るエコミュージアムでこれもちょっと駆け足

ですけどもいくつか有名どころというか、川に関連す

るエコミュージアムをちらっとお見せします。 

バスセーヌというフランスにあるエコミュージアム。

セーヌ川の下流域。これはもう地域全体が地方自然公

園というものに指定されています。この地方自然公園

が中心になってエコミュージアムが成立しています。

これはフランスでは第一世代のエコミュージアムと言

われているんですけれども公園です。その中に点在す

る様々なものが訪ねる場所としてあって、それがエコ

ミュージアム。ただここがですね、これは日本では非

常に最初に紹介されて、今だに訪ねる人が多いみたい

ですけれども、ここ数年訪ねた人たちの話ではあんま

りよくないと。実はですね、エコミュージアムの館長

の学芸員は、何年前でしょうね、5 年位前にもうクビ

になっています。つまりここは地方自然公園としての

運営はしているんですけれどもエコミュージアム、ミ

ュージアムとしての活動っていうのはあまり今はやら

れていなくなっちゃいました。もちろん観光スポット

としては生き続けているんですけれども。あまりやら

れていないところです。 

ここはブレスブルギニョン・エコミュージアム。ブ

ルゴーニュ地方、ワインのおいしいところなんですが、

そこのエコミュージアムの中にひとつの村ではそこの

特色として水路というか川、小川があってですね、そ

こにサーキットというか巡り道みたいなのがあってで

すね、そこがいくつか水車がまだ残っているというこ

となんです。 

水車のサーキット、左上はですね、実はそのレスト

ランに今使われています。つまり民間企業の所有にな

る水車。それから左下のこれはですね、この村の中に

あるアソシエーション、住民の水車愛好会みたいなも

のがあるんですけども、その活動に対して自治体がこ

の建物を建ててくれました。でここが展示室になって

います。その大きな石臼みたいのがありますね。この

小屋の中に水車愛好会が自主的に運営するミニミニ水

車博物館みたいなものがある。それからこれはこのお

じいさんが一人で守っている水車が右側にあるんです

けれども、個人所有の水車ですね。こういう風に水車

のサーキットの中には民間が作ったもの、それから個

人の所有のもの、それからこの水車博物館みたいにそ

の団体が作っているもの、そういうものが一色単にな

っています。エコミュージアムというのは普通博物館

というとすべての収集物を自分たちの所有物にするの

が原則だったりするわけですが、エコミュージアムは

人のものを情報だけまとめてしまえばいい。一銭もお

金がかからないって言ったら変ですけど、それをつな

げていくことによってできていく。だから所有は誰で

もいいということです。 

ついでに今のブレスブルギニョンというエコミュー

ジアムのディレクターをしているのがドミニク・リヴ

ィエールという人で日本にも一度来たんですけども、

 － 63 －



連続講演会 第 3 回 「海外のエコミュージアムの事例から考える」 大原一興氏 

彼はそのエコミュージアムのジョルジュ・アンリ・リ

ヴィエールというエコミュージアムを推奨した人とは

親戚ではないんですが、リヴィエールというのは英語

でリヴァーつまり川、川つながりで今ちょっと紹介し

ました。 

それからフレイダーノというイタリアにあるエコミ

ュージアムです。これは最近 2002 年くらいに建物が改

修されました。もともとは倉庫ですけれども、かなり

しっかりした展示室を持っています。子ども達の学習

の場みたいな形で活用されているんです。 

ここは地域がもともと低い大きな川の脇にあって、

そこにいろんな水路がはりめぐらされているんですね。

その水路の復元プロジェクトというのが街としては今

進められていて、それと連携して、例えばここはその

水路の洗濯場とかそういうようなものが再現されて学

習できるような形になっています。現在ほとんどが暗

渠になっていて、日本でもありますけれども水に接す

るところが少ないんですね。それを都市部なんですけ

れども川というより水路の復元プロジェクトと連携し

たエコミュージアムのひとつです。 

それからこれはノルウェーのノールトロムソという

ところで、昔先住民族のサーミという人たちが鮭を獲

っていたと。今はこの地域にはサーミの人たちは今は

実はいなくなっちゃっているんですけども、そのサー

ミの人たちが獲っていた漁法、鮭を獲る方法それを住

民たちが学んでそれを再現している。学習した成果を

年に一回、一週間ほど鮭を獲ってもいいという日があ

って、その時にその住民がその成果を発揮する。獲っ

た鮭はみんな村の人たちで食べるわけです。 

同じサーミの人たちの文化を大事にしているもので、

ノルウェーのセルヴァランゲルというのも近いといえ

ば近いところですけども、そこでは古代住居を、これ

は考古学の専門家が関わってこの住居を再現している

というのがあります。なんとなくノルウェーの川のエ

コミュージアムというのは、そういうサーミの人たち

の文化というものを大事にしているというようなとこ

ろがあります。 

それからこれはですね、川とかいうようなことをテ

ーマにするときに話題にあがる、多摩川エコミュージ

アムという、川崎市でそういう基本構想を作って今活

動しているものがあります。その時に川崎市で始めた

ものですから、東京都の対岸の方とのグループとの交

流がほとんどないまま進められているんです。そうい

うことは非常におかしいんじゃないかと。一本の川っ

ていうのはこっち側と向こう側と両方あるわけだから

分かれるのは変じゃないか思います。 

そういう問題意識もってヨーロッパでいろいろ話を

聞いていた中で、それならここが面白いよという風に

教えてもらったのが、国境をテーマにしたエコミュー

ジアムです。ここがフィヨルドなんですけれども、広

い意味で川といっていいと思います。川が下を通って

います。橋が架かって、この橋が国境の橋なんですね。

向こう側がスウェーデンだったと思います。手前がノ

ルウェー、ノルウェーとスウェーデンの国境なんです

けれども、この黄色い線の上がノルウェー、下がスウ

ェーデン。見てわかるようにフィヨルドの入り組んだ

川があるわけですけれども、それがひとつの地形的な

区切りになっています。でもここに点在する様々ない

ろいろな歴史的な遺産とか、自然環境というようなも

のは、これはもともとバイオリュージョンという考え

方からすると、本来同一のものですね。 

ところが歴史的に政治的に二つの言語を持ってます

し、それから特にここでテーマにしているのが、第二

次大戦のときにスウェーデンが中立をうたって、実は

ドイツ軍の進駐を許してしまって、そのことによって

ノルウェーがドイツの傀儡政権下に置かれてしまった

という歴史。ということでふたつのこの国境をめぐっ

てですね、国民の感情でいうと非常に微妙なところが

あります。それをテーマにしようというそういう試み

のエコミュージアムです。ですからこれに関してはス

ウェーデンのこっち側、下側の二つのコミューンとノ

ルウェー側の上側の一つのコミューン、地方自治体、

市町村ですね、それからスウェーデンとノルウェーの

国もそうですけど、更に EU からも補助金をもらって、

そういう幾つかの財布からお金を導き、引っ張ってき

て、そこで運営しているエコミュージアムです。これ

は非常に面白い。要するに川のこっち側と向こう側で

別々にするのはおかしいんじゃないかと。エコミュー

ジアムと言う時にはやはり同じ地域ということ領域と

いうことを大事にするので、それは一緒にやるべきだ

ということのいいサンプルだと思います。 

もうひとつ、クリチャンスタッドというスウェーデ

ンのエコミュージアムというのが、たぶん環境学習に

関していうとひとつのお手本になるんじゃないかなと

いうものです。ここにはヘルガ川があって、低湿地の

部分なんですが、下流域ですね、そこのエコミュージ

アムです。 

ここでエコミュージアムといっているのは、自然保

護とそれから環境管理とか農業生産という部門。それ

から観光とかレクリエーションの部門。それから教育
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部門、それから文化保護というような部門が、みんな

が協力し合ってこの傘の柄の部分にあたるのがエコミ

ュージアムなんだと、そういうモデルを言っています。

ひとつの地域の中で様々な実際の中にはいろんな部門

があったりするわけですけども、そういうものを束ね

るところ、傘の柄のモデルというのをここでは提唱し

ているわけです。 

 

エコミュージアムは地域の一体感づくり 

具体的に写真でお見せすると、地域にあるいろいろ

な環境資源やなんかを学習できる、これみんな別々の

場所ですけども、学習できたりそこを観察できる場所

を設置しているだけに思えます。ですが、それぞれの

地点ごとに自主グループみたいなものが地域の学習を

しています。それから自然環境だけでなくて文化遺産

みたいなもの、産業遺産みたいなものも学習していく

というプログラムです。 

その中のひとつにコウノトリの保護センターがある

んです。先ほど言いましたように、エコミュージアム

というのはすべてを所有するわけではなくて、このコ

ウノトリの保護センターは誰が中心になって運営して

いるかというと、日本でいうと野鳥の会みたいな自然

保護連盟みたいなのがあって、そこがこれを運営して

います。それがエコミュージアムのひとつのサイトに

なっているわけなんですが、これだけポツンとあるだ

けだとすると、まだエコミュージアムらしくない。コ

ウノトリということを考えると日本でも兵庫県の豊岡

がコウノトリの郷ということで、エコミュージアムを

ずっと続けていますけれども、コウノトリという存在

そのものがかなりエコミュージアム的ではあるんです。

つまり人間の手のかかった生態系を根城にしていると

いうか、そこで生息をするということで人間の手がか

からないとコウノトリも生きられないということ。 

もちろん生物としての保護、繁殖ということもやっ

ているのと同時に、地域の人たちの農家が自分たちで

自分たちの力で、簡単なことなんですけど屋根にこう

いう巣掛け台を用意しているということです。これで

コウノトリが飛んできて自分の家の屋根に巣を作って

くれるのをみんなで待っていると。こういう活動を誰

でもできそうなというか、その気になればできるよう

な活動がもとになってコウノトリをきっかけとして、

その地域の人たちがみんなやっている。コウノトリが

来てほしいとみんな思っているんだという、そういう

こう地域の連帯感とか一体感みたいなものを作り上げ

ている。単に生物の保護保全ではないんだということ

ですね。その村の一体感作りというかやっぱり自分た

ちも一緒にそこに住んでいるんだということの実感を

作り上げるというエコミュージアム的な活動というの

が力を持っているようです。とりあえずここまでにし

ます。 

 

 

＜質疑応答＞ 

質問者 A：マイクをつかって聞くほどのことではない

んですが一番最初にですね、私不勉強なので先生がお

出しになった本がどこで購入できるのか、簡単に教え

ていただければと思います。 

 

大原氏：ありがとうございます。本屋で売っています。

『エコミュージアムへの旅』という、99 年の 12 月で

すから、もう 6 年位前になっちゃいますか、出版社は

鹿島出版会で値段は消費税込みで 2675 円です。 

 

質問者 B：私もマイクロフォンを通じてお聞きするよ

うな話じゃないかも知れませんが、先生の前半のほう

のお話に、「エコミュージアムというのは何かこういろ

んな事象なり物体を破裂させて破裂させるだけじゃな

くてもう一度それ整理して統合するようなそういった

仕組みも本当は必要なんです」というお話をされたん

と思うんですね。今いろんな事例をご紹介されました

けれども、確かにエコミュージアムのプログラムをそ

れぞれの観点でその地域にしたがってこんな事例もあ

りますよと、バーっとご紹介いただいたんですけど、

受け止め方としてどうもまだ分散と破裂してこういっ

たことがあります。こういった側面がありますよとお

っしゃっておられたんですが、当初の逆に破裂したも

のの統合という面から見てですね、今までの事例をど

ういうふうに理解すればよろしいのかとちょっと解説

をしていただければありがたいなと思います。 

 

大原氏：そこまでいかなかったんですね、さらに 3 分

くらいもらって大丈夫ですか？ 

日本のエコミュージアムは実はエコミュージアムご

っこに過ぎないレベルのものが多いんですね。エコミ

ュージアムっていうのは何なのかというと、さっき言

いましたように、一貫したひとつの考え方を持って

様々な展示物をきちんと再構成しないと博物館で見ら

れる展示にできないわけです。だから、その作業がや

はり必要なわけです。点在する資源そのまま置いただ

けではなく、それにある解釈を与えるとか、つないで
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どういう順序に見るとどういうことが理解できるかっ

ていうことを指し示さなくちゃいけない。そのために

エコミュージアムの学芸員にあたるスタッフが必要に

なるわけだし、そういうミュージアムマインドという

か博物館学の視点をもつ人が居ないといけないと思っ

ています。実は、最近の動きで結構注目できるものが

あって、 

シャッフリングという言葉よくお聞きしませんか。

ハロープロジェクトのモーニング娘っていうのは、た

ぶん 4、50 人いる若い女の子のうち何人かが集まって

できているんですね。それは入れ替えや交代もするわ

けです。という解説をここでしてもしょうがないです

が。ユニットっていうのがいろんな組み合わせによっ

てできているわけです。それぞれのユニットがいろん

な特色を持つ、つまりメンバーのもともとの構成員自

体は変わらないのに組み合わせによっていろんな意味

ができてくる。これが博物館の展示と同じなんですね。

収蔵品とかっていう物はさっき見ましたように、収蔵

庫にたくさん押し込められているわけだけど、そのう

ちのどれとどれを出して、どうやって見せるかってい

うことによって訴えるものがぜんぜん違ってくると。

これが大事なんです。 

「鋼の錬金術師」（アニメ）っていうのが実はマイブ

ームで大変感動していたんですが、錬金術っていうの

は無から有を生み出すという夢物語じゃないんだ、科

学なんだということをこの中では語っているんですね。

この中で出てきているのは、壊すことと造ることは同

じなんだということを謳っているんです。その中で錬

金術の過程っていうのは、理解して分解して再構築す

るっていうそういう三段階なんです。これ博物館とい

うかエコミュージアムの過程と同じだと思うんです。

まず理解する。その地域に何があるかちゃんと調査し

て丹念に理解する。それを自分たちのあるがままのも

のとして理解するということですね。それからそれを

分解する、ばらけて考えてみる。これは今までの近代

科学がやってきたアトミズムというか専門分化して考

えていく追求の方法だと思うんです。それをエコミュ

ージアムのそれぞれの場所でやっていける。さらにそ

れを再構築しないと本当の創造には結びつかないんだ

ということなんですよね。そのことによって組み合わ

せをどうするか、それをどういうガイドをするかによ

って新しい価値がきっと生まれてくるわけで、それを

やろうとしているのがエコミュージアムの本当の次の

ステップというか、本来の目標なんだという風に思い

ます。 

そんなようなことで、今日のテーマの「海外の事例

から考える」。これから我々考えていかなくちゃいけな

いし、いままでなかなか日本のエコミュージアムでは

実現していないところだと思うんですけど、こういう

ことを考えていかなくちゃいけないんだなという風に

思っています。 

 

質問者 C：町田のほうでまちづくりやっているわけで

すけども先生の講演を拝見させていただいてですね、

エコミュージアムが地域というところにですね、密着

しているまちづくりという言葉にすごく惹かれたんで

す。そういったようなアプローチで、現在言ってみれ

ばまちづくりっていうのは各地で盛んなんですけどあ

まりそういった言葉が出てこないんですね。ですから

先生の考え方、すごく思い入れある言葉っていうのは

先生独自の考え方、本来やはりそういった意味もって

いるのかですね、これを確かに我々この 2、3年、対岸

の神奈川県、私は東京に住んでいるんですけど、そう

いう意味でいろんな文化活動、地域活動、実際その記

念碑を作ったり、池を作ったり、まちづくりを確かに

そういったその活動体の調査にいいんですよね。です

からそういった視点が本当に全面的に出せるならばで

すね、これは政策的にも普及するんじゃないかと思い

ますね。  

 

大原氏：はい、そうだと思います。各地で行われてい

るエコミュージアムという活動の中には、いわゆるま

ちづくりとほとんど同じというようなところがかなり

あると思います。私も説明するのが難しいのは、まち

づくりと言ったときに定義がなかなか難しいものです

から、エコミュージアムと同義かって言われるとなん

かまだ良くわからない。だけどかなりエコミュージア

ムというのはミュージアム活動という方法を持ったま

ちづくりのひとつであることは間違いないと思うんで

すね。ただしミュージアムであることを忘れちゃうと

ミュージアムでないまちづくりになってしまって、そ

れはエコミュージアムではなくなると思うんですけれ

ども。この辺が、だから言葉の問題で最初にいったユ

グ・ド・ヴァリーヌなんかもエコミュージアムってい

う言葉が非常に都合よく使われてきてしまっている最

近の状況をちょっと憂えているというか、その辺りを

心配しているということをよく言っているんです。だ

から、まちづくり活動とはかなり近いものであること

は確かだと思います。ただミュージアムですから目的

はさっき言ったように、社会とその発展の為といった
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漠然としたものを目標に持ちつつも、ミュージアムを

一つの社会教育活動だとすると、やはりそういうまち

づくりをする「人材を育てる教育」なんだと思うんで

す。エコミュージアムっていうのはまちづくり活動そ

のものではないんじゃないかと。まちづくりをする人

を育てるのがエコミュージアムなんじゃないかなとい

うふうに思っています。そういう意味では様々なまち

づくりと連動して活動していくことは非常に重要だし

当然そういう使命をもっていると思います。まだそれ

が一緒のものだとなかなか私も言い切れなくてちょっ

と悩みどころの問題ではあるな、という風に思ってい

ます。スパッと答えられないところを突いていただき

ましてありがとうございました。 

（―会場、拍手―） 

 

＜講師プロフィール＞ 

大原 一興（おおはら かずおき） 

横浜国立大学大学院 工学研究院 システムの創生部

門 教授 

1958年東京生まれ。工学博士。専門は建築計画学。研

究対象は主として高齢社会の居住環境論および博物館

学。博物館計画論と住民参加のまちづくりの接点とし

てのエコミュージアムの理念に遭遇し共鳴、1995年に

呼びかけ人のひとりとして日本エコミュージアム研究

会を設立。著書に『エコミュージアムへの旅』（鹿島出

版会1999）、『生活視点の高齢者施設』（編著、中央法規 

2005）など。 

 

 － 67 －




